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迷走神経求心系 は胸部及 び腹部内臓 の 知覚 を伝達す る以 外 に ， 個体保存の た め の 諸反射に 必須の 役
割 を果 た し て い る． 本研究は迷走神経求心系の 小脳 へ の 投射に つ い ての 検索 を目的と し， ク ロ ラ ロ ー ス 浅
麻酔非勧化 し た ネ コ 32匹 に お い て迷走神経 の 電気刺激 に よ る誘発電位 を小脳皮質表面お よ び皮質内部で
記録 した
． 誘発 電位 は陽性 叫 相性 で あ り， 両側の 山頂中間部 くH Vl 単小葉 くH Vll正 中労小葉 くH V11，
H Yltり お よ び虫部の 山頂 くVl 山腹 くVIう虫都築虫郎隆起 くV椚 虫郎錐体 川lり で 認め ， 同側 に 優位で あ っ
た
． 最 も大き な誘発電位 は同側単小葉 くH VIlで 認め， 振幅 は 89．3 士52．5FLV くm e a n土S．D．1くn ニ 131， 立
ち 上が り潜時 は 13．5士1 ．8m s e c， 頂点召卵寺は 21 ．1士3．6 m se cで あ っ た ． 迷走神経刺激に より最大の 反応が
得 られ る 部位 に 電極 を固定し ， 高頻度刺激 を行う と 25 日z 以上 で 反 応が 消失 した ． ま た サイ ア ミ ラ ー ル ソ
デ ィ ウム の 少 憩 く5 旬 10 mgノkgl 経静脈投与で は反応 が増強さ れ， 20mgノkg の 投与で は反応が抑制され
た． 同側の 上 丘 下丘 間で の 除脳 に よ り， 除脳前 に 比べ て 15．4％の 誘発 電位の 増大が見られ， さ ら に 対側の
上丘 下丘 間で の 除脳 を加 える と 30．8％の 増大が 見られ た． 微小 ガラ ス電極 を用 い 小脳皮質内に お い て 誘発
電位 を記録 し た． 表面よ り1 00ノJ m か ら400声 m ま で の 分子 層で は迷走神経刺激 に よ る誘発電位は陰性 一
相性波で あ っ たが ， プ ル キ ン エ 細胞層を越 え額粒層 に 入 る と陽性－－叩■ 相性波と な っ た ． 以 上 よ り迷走神経求
心系 は広く両側小脳半球， お よび虫部に 投射 し， その 反応 は多 シ ナ プス 性で 登 上線維 を経由 し， ま た上位
神経機構 か ら の 抑制を受 けて い る と 考え られ た． これ ら の 結果 は， 自律 系の 求心路が小脳 に 投射 し， 小脳
が 運動の み な らず自律系の 調節 に も 重要な役割を果たす こ と を推察さ せ る もの で あ る．
Key w o rds v agaln erve， C erebellum ， Climbingfiber， S u rfa c epotential， e V Oked
potential
迷走神経は外耳道の 体性感覚の 他， 喉頭 ， 胸部お よ
び腹 部内臓の 知 覚 を伝導す る求心性線維お よ び， 呼吸
乳 循環器， 消化器 な ど へ の 遠心性線維 を含み ， その
機能も 多岐に わ た る． と りわ け迷走神経 の 求心 性衝撃
は呼吸器管及 び上 部消化管 か らの 有害物質の 排出反射
く咳轍お よ び嘔吐ンに 深く関与し， 個体保存 に 欠く べ か
ら ざる も の で あ る． －，＋．一一 方小脳 は こ れ ま で体性感覚お よ
び前庭感覚入 力の み を受 け る とさ れ て い た が， 近年視
聴覚H 釘お よ び 内臓感覚入力3 卜1 3慄 も 受 け ， 呼吸， 循環
系の 調節制御14 ト 1 8Iに も関与す る こ とが 報告さ れ た．
迷走神経 の ノJl脳 へ の 投射に 関 し て は， Dell ら51はネ
コ の 頸部迷走神経 を電気刺激 し， 小脳 第 一 裂付近 の 山
頂 くVl， 山腹 くVlの 中央部に 誘発電位 を得た． La m
ら7Iは迷走神経 の 枝 で あ る上 喉頭神経 を電気刺激し，
両側の 係蹄小葉 くH VII封 ， 正 中努小葉の，一 部に 誘発
電位 を記録 した． He n n e m a n nら6ンは ネ コ の 頚部迷走神
経 を刺激 し， 両側の 山頂中間部 くH Vコ， 単 小 葉 くH
V H ，お よ び 正 中膏小葉か ら誘発電位 を得， これ が 登 上
線推 を経由す る と し た
．
以 上 より迷走神経求心性衝撃
の 小脳 へ の 投射 に 関す る報告 は少な く， そ の 成績もー一1．u一
致を みな い ．
著者 は ネ コ の 頸部迷走神経中枢端 を電気刺激 し， 平
A bbr eviatio n s こIV， the v e ntral lobule of c ulm eni V， the dors a1 lobule of c ulm enニ V b，
foliu m b of V 三 V c， folium c of Vi VI， the de cliv eニVII， thefoliu m a ndtuber v er mislobule三
VII A， a nterior sublobule of lobuleVIIニVII B， pOSterior sublobule oflobuleVIl三Vm， the p ya misi
VIII A
，
a nterior s ublobule of lobuleVnlニVIII B， pOSterior sublobule of lobuleVulニ H IV， he mi－
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均加算法 を用い て誘発電位 を記録す る こ と に掌り， 小




I ． 実験動物の 準備
実験 に は体重 2．5句 4 ．O kg の成 ネ コ 32 匹 を使用 し
A
た． サイアミ ラ ー ル ソ デ ィ ウ ム 15m glkg の 静脈内注
射 に よ り麻酔導入 し， 股静脈 に ポ リ エ チ レ ン チ ュ ー ブ
を挿 入， 実験中の補液 お よび 薬剤投与 の 経路と した．
各手術創 に は 1％リ ド カイ ン を注射 し た． 気管切開を
施 し， 臭化 パ ン ク ロ ニ ウム 0．1 m gノkg の 静脈注射に よ
り非動化 し た後， 人 工呼吸 器 に 接続 し て間軟陽圧呼吸
を維持 し た． 標準換気量 と し て毎分換気量 を 33 回， 1
葦
所感茅7 招 m一 一 一 ．．． ．． ．． ． ． ． l 一汁 ． － 1
1
1 － 一 ノ
1 0 m m
Spher al lobuleIVニH V， he misphe ra1 lobule V i H V b，foluim b of HV ニ H Vc，foliu m c of
H V3 H VI， lobulu s sim ple x3 HVII A， the a n sifor mlobule三 H VII Band H VIII A， the par a－
m edia nlobule．
ネ コ 迷走神経求心系の 小脳皮質 へ の 投射
回 換気量 を 7 mlノkg と した． 維持麻酔 と し て は ア ル
フ ァ ク ロ ラ ロ ー ス を用 い ， 実験中臭化 パ ン ク ロ ニ ウ ム
と共 に 適宜追加 し， 浅麻酔非軌化の 状態で実験 を行 っ
た ． 実験 室の 室温は 27りC， 湿 度 70％に 保 ち， 動物 は温
水 パ ッ ドに て直腸温35へ 38
0
C に 維持 した
．
工I ． 迷走神経お よ び小 脳 の 庫出と 電 極装着
動物を腹臥位に して， 定位脳固定装置に 頭部 を前屈
さ せ て固定 した
． 後頚部 正 中よ り両側 に 2c m 外側 に
て線状皮切 を加え， 背側よ り両側の 迷走神経 を露出 し
た． 迷走神経 を交感神経よ り 分離剥離後， 輪状軟骨よ
り約 2c m 尾 側 に お い て 二 重 結熟 し， そ の 中央に お い
て切 断し吻側部を刺激 に 剛 －た
． 頭 部か ら後頸部に か
け て正 中切 開を加 え， デ ン タ ル ドリ ル を用 い 上 矢状静
脈洞部 を除く両側の 頭頂骨の一潮 お よ び後頭骨 を除去
し た
．
さ らに 後頭葉の一可 部お よ び骨性 テ ン ト を除去し
小脳 を露出し た． また 大槽 を開放 し て脳脊髄液を排出
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す る こ と に よ り， 小 脳皮質の 呼吸 性変動 を低下さ せ た．
露出 した 小脳表面と迷走神経 を 37へ 38
0
C に 温 め た流
動パ ラ フ ィ ン で 潤 して 冷却と乾燥を防 い だ． 頚部迷走
神経中枢端の 電気刺激 に は， 間隔2 m m の 白金双極電
極を装着 した． 体表皮膚の 電気刺激に は， 電極間距離
5 m m の 鋼線刺激電極 を顔面， 前肢， 後肢， 肛門か ら外
側 2c m の 各皮膚 に 刺入 し た．
m ． 神経 の 電気刺激 お よび誘発電位の喜己録
迷走神経 と各皮膚 の 電気刺激 に は ア イ ソ レ ー タ ー
く日本光電 S S－101Jつ を介 した電気刺激装置 く日本光電
S E N－1101 に よ り， 持続 0．5 m s e cの 矩形波電流 を用
い た ． 小脳表面の 誘発 電位お よ び小脳， 大脳 の 脳波の
記録に は直径 0■8m m の 銀ポ ー ル 電極を使用 し， 小 脳
皮質内部 での 記録 に は先端直径1 旬 2月 m の 微小 ガラ
ス 電極 を周 い た
． 微 小 ガ ラ ス 電極 に は フ ァ ー ス ト グ
リ ー ン F C F で飽和 した 2 M－ NaCl を満た し， そ の イ ン
J二10 0HV
3 0 m s ec
Fig． 1■ Re c eptiv e fieldof the c e r eblla r corte x r espo ndingto electric al stim ulatio n ofthe
u nilate r al v agaln e r ve． A a nd Csho w s upe rio r a spe ct a nd po sterio r a spe ct of c er ebellu m
O Verlap ped with e v oked pote ntialst re spe ctively－ E sho w sthe m agnified diagr a m of the
Pa rt e nClos ed by a squ a rein F． BI D a nd Fsho w n a rn es of lbules ofthe c e r eb lla r c o rte x．
T he abbre viatio n s a re a sfollow s ニIV， the v e ntra1 1obule ofc ulme nこ V ， thedo r sa1 lobule of
C ulm e nこ V b， foliu m b of Vこ V c，foliu m c of Vi VI， thede cliv eiVII， thefoliurn a ndtuber
V e rmisIobule 十川 A， a nte rio r s ublobule of lobuleV町 VII B， pO Ste rio r s ublobule of lobule 町
Vlll， the p yr a misi Vm A， a nte rio rs ublobule of lobuleVn巨 VM B， pO Ste rio r s ublobule of lobule
VMこ H IV， hemisphe ral lobuleIVニ H V， he mispher al lobule Vこ H V b，foliu m b of H Vi H
V c，foliu m c of HVこ H VI，lobulu s sim ple xニ H V－I A，the ansifo r mlobuleこ H VII Ba nd H
A， the pa r a median lobuleこ F－ P． ，fissura prim ai P． M ． G． ， Pa ra m edia ngro o v e．
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ピ ー ダ ン ス は 4 へ 一10 Mr上で あ っ た ． 記録は い ずれ も 単
極誘導と し， 不関電極 を上 矢状静脈洞部の 骨性 ブ リ ッ
ジ に 置い た． 誘発電位 は， 商人カイ ン ピ ー ダ ン ス 前置
増幅器 く日本光電 A V Z－8Iと ， 時定数 0．3秒に 設定 し
た R C増幅器 く日本光電 AV H－10l， ま た は 時定数
0．01秒 に 設 定 し た 微小電極 用増幅 器 く日 本光電
M E Z．7101，を用 い ， オ ッ シ ロ ス コ ー プ く日本光電 V C．
101 で 観察 し なが ら， 電子 計算機 く日本光電 AT AC－
450う に よ り 32回平均 加算 し て ， X －Y プロ ッ タ ー
くHewlettPacka rd 7225Aplotte rl に よ り記録 した．
1V． 記 録部位 の 確認
記録終了後， 誘発電位を記録 した 小脳表面 の部位は
墨汁に よ り印 をつ け た． ガ ラ ス 微小電極の 小脳内記録
部位に は電極 を陰性 と して 12ノJ l を 15分間通電 し，
T ho m a sら1 91の 方 法 に 準 じ て フ ァ ー ス ト グ リ ー ン
F C F の染色点 を作成 した． 実験終了後， 小脳 を摘出し
10％ ホ ル マ リ ン 液内に 保存 して 固定 し， 表面電極 の位
置 を確認 した． 次 い で微 小 電極 を用 い た 群に は， こ
れ をセ ロ イ ジ ン 包埋 した後， 50ノJm の連続切片を作成
し こ ツ ス ル 染色 を施 して， 電極 の位置 を同定 した． 小
脳の 各小葉 は， La r sel12 01の 分類 に した が い 区分し た．
成 績
図 1 A， C， E は， 左迷走神経 を開催上 の 強さ く0，5
m s e c， 5 V， 1 Hzl で刺激 し， 得ら れ た誘発電位を脳地
図に 投射 し たも の で あ る． こ の う ち図 1 A は小脳第 一
裂を 中心 に 小脳背面 を， 図1 C は小脳後面 を， そ して 図
1 E は刺激同側 の小脳半球第 一 裂付近 を中心に ， 得ら れ
た 誘発電位 を記載 した ． 記録部位は基線 と電位の ピ ー
ク の 交差点 に 相当す る ．
工 ． 小脳 表面 に お け る誘発電位
1 ． 誘発電位 の 波形， 分布， 港晴， 振幅
迷走神経刺激に よ る誘発電位 は， 両側性に 広い 範囲
で得 られ た ． そ の波形 は殆 どの も の が陽性 一 相性 波で
あ り，
一 部 に 陽性 一 陰性 の 二 相性波が得 られ た． 図1
お よび 表 1 に 示 す ご と く 陽性波の振幅 が 1 0ノ上V 以 上
の 誘発電位 は， 両側 の 山頂中間部 くH V b， H Vcl 単
小 葉 くH VIl 正 中穿小葉 くH Vll B， H VIII AJ と左係蹄
小葉 相川1H lう及び虫部の 山頂 くV cl山腹 くVl 虫部
葉虫部隆起 くWI A，VIl別 虫部錐体 く用 A， 用1 Bう で認
Tablel． Late n cies a nd a mplitude s ofthe e v oked pote ntials o nthe c e rebellar c orte x
re spo nding to the ele ctric alstim ulatio n of the left v agal n er v e
Ipsilater al Cer ebella rCorte x
Lobule s Sa mple s
InitiktSFn Cy Pe a是許Cy A7E顎de
H V b くm edial
















15．5 士2．1 22．1 士2．4
13．5 士1．8 21．1 士3．6
19．1土3．6 25．3 士3．8




1 臥8 士 3．5
22．6 土13 て
Co ntr alater al Cer ebella rCorte x
Lobule s Sa mple s










1 8．1士4．8 26．6士 4．2
1 4．0 士3．3 2l，9 士l．4
2l．4 士3．3 26．2士3．7
1 9．2 士4．5 26．7士0，6
34．3士25．3
62．3 士37．9
1 5．5 士 5．4
1 7．5 士 6，3
Vermis
Lobule s Sa mple s
Initi詫1慧デ
n Cy Pe a是許
Cy A7B
l窃de
Vc 7 1 6．2 士4．1 23．8士7．1 2l．0士23．O
M l O 1 6．4 士2．5 23．1 士2t9 23．8 士24 て
くm e a n士S．D．1
ネ コ 迷走神経求心系の ノJl脳皮 質 へ の 投射
め たが ， 両側 の 山頂 くrV， V a， V b， H IV， H Val 右
係蹄ノJ横 川I A コで は 反応が 得ら れ な か っ た ． その 中
で ， 30声 V 以上 の 誘発電位は， 両側 山頂中間部 くH V
b， H Vcl お よ び単小葉1 月 VIl の 芳正 中構外側部に
帯状 の 範囲 に 得られ た一 最も大 きな 誘発電位 は刺激同
側の 単小葉 くH Vlう で得ら れ， その 振 幅は 89．3士52．5
P V くm e a n士S．D ．Hn ニ 13l， 立 ち上が り潜時は 13．5 士
1 ．8 ms e c
． 頂点潜時は 21．1士3．6 m se cで あ っ た
．
こ れ
に 対し対側の 単小 薬1 HVIl で の 最大の 誘発電位 は，
振幅が 62－3士37．9 m s e cくn 二 射 ， 意 ち上 が り 潜暗が
14．0士3．3 m s e c， 頂点 潜暗が 21．9士1．4 m se cで あ っ
た
－ 陽性波に 続 く陰性波の 潜時と振幅 は各実験 ごと に
変動が 大き か っ た
．
2 － 表在皮膚節の 電気刺激 に よ る誘発電位と の 比 較
図2 は迷走神経， 顔面， 前肢， 後肢， お よ び肛門外
側 2c m の 各体表皮膚 の 電気刺激 に よ る， 同側小脳半
球山 単小薬 くH V王う での 誘発電位 を示 す． 各体表刺激
は迷走神経刺激 と同 じパ ラ メ ー タ ー で 行 っ た ． 皮膚 の
刺激に よ る誘発電位 は初期陽性波と そ れ に 引き続 く大
き な 第 二陽性披か －らな り， その 初期陽性波の 頂点潜吼
振幅烏 それ ぞれ顔面刺激で 4．4 m se c， 20JLV， 前肢刺
激 で 6．3 m se c， 50JLV， 後肢 刺激 で 13．1m s e c， 22．5
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PV， 肛門周囲刺激で 13．8 m se c， 15FLV で あっ た ． 第
二 陽性波の 頂点潜時， 振幅は それ ぞれ ， 顔面刺激で 15
m se c， 230JJV， 前肢刺激 で 17．1m s e c， 270JLV， 後肢刺
激で 22．3 m s e c， 160FLV， 肛門周囲刺激で 22．5 m se c，
115〆V で あ っ た ． こ れ に 対 し て迷走神経刺激 に よ る
誘発電位 は陽性 一 相性波で， その 頂点滞時お よ び振幅
は1 6．9m s e c， 110JLV であっ た ． そ の潜時は顔面お よ
び前肢の 刺激 で得 られ た 第二 陽性波の中間値 を と り，
皮膚刺激 で見 られ た初期陽性波に相当す る波形は認め
られ な か っ た ． 一 方 こ の 部位の誘発電位 の最大値 は前
肢， 顔面， 後肢， 肛門お よび迷走神経の順であ っ た．
3 ． 刺激の 強さ に よる 誘発電位の変化
図 3 は迷走神経 に 与 える 刺激電圧 を種々 に 変化 させ
た場合， 同側 仏フお よ び対側 ほI の両側単小葉 旧
W に お け る誘発電位の 変化 を示 す
． 刺激電圧 を高め
てい く と 1 V の強さ で反応 が出現 し始 め， さ らに 刺激
電圧 を高め る と反 応の 振幅が増大 した が ， 4 V 以 上で
最大値 に 達 し， そ れ以 上 で は増強を認め なか っ た ． 立
ち上 が り潜時 に関 し て は 同側単小葉妄 けぃ祀 で は 1 V
刺激で 20m se cで あ っ た が， 3 V では 17．5m s e cと短
縮 し， 以 後刺激強度 を強め て も変化は認 めな か っ た
．
対側単小葉 W VIlでは ， 1 V刺激で 21．7 m sec で あっ
Late ncy Am plitud e
くm s e cl くpVl
1 6． 9 1 1 0
1 5．0 2 3 0
1 7．1 2 7 0
2 2． 3 1 6 0
1 1 5
Fo r efo ot
Jこ10 叫 V
Fig．2． Co mpa ris o n ofe v oked potenti als re co rded in the ipsilate r al lobulu s simple xくH V王n y electric stim ulatio n of v agal n e rvel fa c e， fo refo ot， hindlimb and a n u s．
Pe ak laten cy a nd a mplitude of po sitiv e wave s a r e sho w n．
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た が， 2V で は 17．5 加配 C と短縮 し， 以 後刺激強度 を強
め て も変化 は認 めな か っ た ．
4 ． 高頻度刺激 に よ る誘発電位 の変化
迷走神経 に 開催上の 電気刺激 を種 々 の頻度で与 え，
それ に よ る誘発電位 の変化を図 4 に 示 した． 同側単小
葉 仕H閃くAl で は 0．5 Hz か ら刺激頻度 を上 げる に
した が い 振幅 は減少 した ． 即 ち 0．5 Hz 刺激時の陽性
波の振幅 に 対し， 1王iz刺激で は 91．7％， 3王iz刺激 で は
88．9％と， 刺激頻度の増加 と と も に減 少 し， 25 Ez で は
反 応は得 られ な か っ た ． 同様 に対側単小葉 くH VエフくBl
で も 0．5 Hz 刺激時の陽性波の振幅に 対 し， 1 Hz 刺激 で
は 57．1％， 3 Hz刺激 で は 53．6％で ， 2 5Hz で は反応は
得 られ な か っ た ．
5 ． パ ル ビタ ー ル 剤投与に よ る誘発電位の変化
迷走神経電気刺激 に よ る誘発電位 に及 ぼす パ ル ビ
タ ー ル 剤の影響 を見る ため に ， 短時間作用性の性質 を
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ー ル ソ デ ィ ウ ム を経静脈的に 急速 に投
与し， 誘発 電位 を経時的に 観察 した ． 図5 お よび図6
は， 同薬剤 を 10m gJ
r
kg お よ び 20m glkg 投与 した 場
合の迷走神経電気刺激 に よ る 同側単小葉 くH VIう での
誘発電位 くAl， 同部で の 小脳脳波 く別 お よ び 同側頭
頂葉で の大脳脳波 くCう に 及 ぼ す影響 を示 し， 図 7 は
5， 10， 20m gノkg投与 に よる 誘発電位陽性成分の 振幅
の 径時的変化 を， 投 与前の 陽性波に 対す る百分率で 示
す．
5m gJkg 投与で は脳波 に は認 む べ き 変化 は な い の
に 対 し， 誘発電位 は 2分後 に 134％ に 増加 し， 5分で は
ほ ぼ コ ン ト ロ ー ル 値 に 回復 した ． 10m gJkg の投与で
は， 投与 2分後 に 誘発電位が投与前 の 166．5％ に 増大
した が ， 以後次第 に振幅 を減 じ 30分以 後で は 100％と
な っ た
．
こ の 際小脳 お よ び大脳の 脳波に は僅か の 抑制



































3 0 m s e c
Fig． 3． Ev oked pote ntials ofthe ce r ebella r c o rte x re spo nding to sti
m ulatio n ofthe
v agaln e rv e， A a nd Bsho w evoked pote ntialsfro mipsi
－ and c ontralate ral lobulu s
Simple xくH VIナ， r e Spe Ctively．
ネ コ 迷走神経求心系の 小脳皮質 へ の 投射
は， 投与 2分後 に 誘発 電位 は消失し た が， 5 分後に は
振幅は約127％ と増大し， 以 後漸減 して 60分で コ ン ト
ロ ー ル に 戻 っ た
．
ノJl脳 お よ び大脳 の 脳波 は投与2分 後
よ り 10 分後 まで ， ほ ぼ抑制さ れ た く図6 う．
6 ． 除脳に よ る誘発電位の 変化
図 8 は上丘下 丘間で の 中脳切裁 に よ る誘発電位の変
化 を示 す ． い ずれ も 切裁約30分後血圧 の安定 を待 っ て
記録 を 行 っ た
． 同側に お け る半側切裁後 く別 に は 陽性
波の 捌副ま， 112．5声V と な り コ ン ト ロ ー ル く刃 の 振
幅97－5メイV に 比 し11 5．4％と増大を来 し た
．
そ の 立 ち
上 が り潜時， 頂点薄暗 は そ れぞ れ 19m s e c， 25m s e c
で， コ ン ト ロ ー ル の 14．5m se c， 22．8 m se cに 比 し延長
し た． 更 に 対側上 丘 下丘 間 で切戟 し完全 な除脳状態
くC l と す ると ， 陽性 波は 127．5ノ上V とコ ン ト ロ ー ル の
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130．8％ に 増大 した
． その 立ち上 が り潜時， 頂点潜時は
それ ぞ れ 19m s e c， 25m se cと コ ン ト ロ ー ル に 比 し延
長 した が ， 同側上丘 下丘 間での 除脳時の 誘発電位 と比
べ る と 延長 は見 られ な か っ た
．
H ． 小 脳皮質内 に お け る 誘発電位
ガ ラ ス 微小電極を用 い ， 迷走神経刺激 に よ る 同側単
小葉 くH Vlつ内に お け る誘発電位 を記録 し た． 図 9 A は
得られ た誘発電位 であ り， B は実験終了後に 連続切片
を作成 し同定 し た電極先端 の 位置 を 示 す． 深 さ 100
〆 m か ら400ノJ m ま で の 分子 層 で得 られ た電位 は， 表
面電位と は 逆に 陰性 一 相性波で ， 深 さ 400声 m で は立
ち上 が り潜時は 22．7m s e c， 頂点潜時 は 25m se c， 振幅
は 60声V であっ た ． 波形 は深 さ 500月 m げ ル キ ン エ
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Fig－4． Effects of the stim ulus frequ e n cy o n ev oked potentials r e c o rded fr o mthe
C e rebella r c o rte x． A a nd B sho w e v ek d pote ntials on ipsi． a nd c o ntr alateral
lob ulu s sim ple xくH VIJ， r e SpeCtively．
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Fig． 5． Effects of lOm gノkg thia myl als odiu m o n e v oked pote ntials a nd ele ctro
－
en ceph alogra m くE E Gl of the c e reb11a r a nd c e r ebr al c o rtex I A sho w s e v oked
pote ntialsfro mlobulu s sim plex 田 VIl． B a nd Csho w E E Go nipsilate r a1 lobulu
s
sim ple x 仕H叩 a nd on ipsilater al c e rebr al c o rte x， r e SPe Ctiv ely■
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Fig． 6． Effe cts of 20m gノkg thia mylal s odiu m on ev oked pote ntials a nd ele ctr o
－
e n c ephalogram くE E Gナ of the c e reb lla r a nd c erebr al c o rte x． A sho w s evoked
pote ntials fro m lobulu s sim ple xくH Vll． B and Csho w E E Go nipsilate r al lobulu s
sim ple xくH VIJa nd o nipsilate ralc e rebralc orte x， re Spe Ctiv ely．
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Tim e afte r ad ministr atio n of thia myla H minl
Fig－7． Relation betw e e n a mplitude ofe v oked pote ntials a ndtim e afte r adi min str a－
tio n of thia mylal s odiu m． Am plitude of po sitive ev oked pote ntials afte r ad－
ministr atio n ofthia mylals odiu mis sho w n a spe r c entage to c o ntr olくo rdin ateJ． 書 ，
5 mgノkg ofthia mylal s odiu 町 A ， 1 0m gノkg i十 ，20m glkg．
Fig． 8 Effe cts of de c e rebr atio n atinte rc ollicula r
lev elo n e v okedpotentials re c o rded fr o mleftside
Of lobulu s sim ple x 田 VI． A sho w s e v oked
pote ntial in respo n s eto stim ulatio n of the left
V agal n e rv ebefore de ce r ebr atio n． B sho w s
e v oked pote ntial after ipsilater al se ctio n of
inte rc ollic ula rle v el． C sho w s e v oked pote ntial
afte rbilate rals e ctio nofinte r c ollic ula rle v el．
〆 m く顆粒層うで は位相が陽性 一 相性波と逆転し た． 深
さ 70OJL m で は陽性波の 立 ち上 が り潜時 は21．8 m se c，
頂点港晴は 26．4 m s ec， 振幅は 63．3jLV であ っ た ．
考 察
自律神経 を交感系 と副交感系 に 分類 す る こ と は
La ngley
2り に よ り確 立 さ れ， そ の 解剖学的特徴 は前者
が胸腰髄 圧ho r a c o－1u mba ro utflo wl か ら で るの に 対
し， 後者は脳幹 およ び仙髄 くc ra niosa cral o utflo wl
よ り出る こ と に ある ． 自律神経の 本来の 定義は遠心系
に 限 ら れ る が， 迷走神経， 骨盤神経 ある い は内臓神経
な どの 内臓性神経 に は ， 遠心 性線椎 の ほか に 多量 の 求
心 系線維が含まれ2 2I， 機能的に 両者は 不可分 の 関係に
あ り， 自律神経 に 求心 系を含 め る研究者が多い ．
節状神経節下の 迷走神経 は呼吸 ， 循環烏 よ び消化器
へ の 遠心性線維 を含む 一 方， 胸部お よ び腹部内臓の 受
容 を伝達す る重 要な 神経 で あ る． その 機能 は多岐に わ
た り， 特に 咳蠍， 嘔吐等 の 胸， 腹 部内臓反射の 重要な
経路 を成し て い る2 3 ト 2 51． ネ コ の 迷走神経は ， M eiら2 6I
に よ れ ば馴犬神経節の直下 では 有髄線維41，000本， 無
髄線推 10，000本の 合計51，000本 で， こ の う ち求心 性
線維 は有髄線推 4
，
000本， 無髄線維 28，00 本 の 合 計
22
32，000本 とさ れ る．
小脳 へ の 多く の感覚入力のう ち体性感寛人力の 投射
に 関 して は， Do wりが 除脳無麻酔 ネ コ の 第 8脳神経 お
よ び脊髄神経 を電気刺激 し， 広 く小脳前葉と後葉の一一
部 に 誘発電位 を記録 した が 休部位局在 は認め な か っ
た ． その 衡 Snide rら21は ネ ン ブタ ー ル で麻酔 したネ コ の
四肢 の毛お よ び 口髭の 屈曲刺激 を行い ， 小脳 に お ける
体性感寛人力の投射 を調べ た． それ に よれ ば， 小脳脚
間清 く水平裂1 を境 に して 同側 の小 脳前葉及び両側の
小脳後葉に 体性感覚入力が投射 し， そ の配列は 小脳前
葉 で は吻側 よ り後肢， 前肢， 顔面の順 であ るの に 対 し
て ，小脳後葉で は前者に 比 して 局在が明確 で は ない が ，
こ の 逆 に 顔面 よ り後肢の順 で 配列 して い る と した ．
Co mbs抑 も 同様 に べ ン ト パ ル ビ タ ー ル で麻 酔 し た ネ
コ の 脊髄後根， 皮膚神経等へ の電気刺激お よ び上肢 の
毛 の屈曲刺激 を行い 小脳前葉 と後葉 の 一 部 に 誘発電位
を記録 し，これ らに 体部位局在性 を認め た ． 視覚，聴覚 に
関 して は， Sniderら
2Iは タ ロ ラ ロ ー ス 麻酔 した ネ コ で
A
音刺激， 光刺激に よ る誘発電位 を小脳後葉の 単小 葉，
虫部隆起 で記録 し， 両者 は お互 い に 重 な り あう と した．
Fadiga ら
2 8，も ク ロ ラ ロ ー ス 麻酔 し た ネ コ で同様 の 部
位 に 視聴覚 野 を み い だ した． Ha mpso n
2 9Iは ベ ン トパ ル
ビタ ー ル 麻酔し た ネ コ で 大脳 の 体性感覚野 お よ び聴覚
野 の 電気刺激 に よ る小脳皮質誘発電位 を記録 し， 第 I
体性感覚野 は対側の 前葉 と卑小葉に 投射 し， その 中で
顔面は単小葉 と山頂後部に ， 前肢， 後肢 は山頂前部に
相当す る と した． 第工工体性感覚野 は対側正 中努小葉に
投射 し， そ の 中で顔面 は頭側に ， 前肢， 後 肢は 尾側 に
相当す ると した． ま た， 第工 ， 工I聴覚野は それ ぞれ 虫
都築， 虫郡隆起に 投射 す る こ と を 示 し た． また ノJl脳皮
質か ら の 遠心系 に 関 して， Snide rら
抑 は大脳皮質を電
気刺激 して起 こ る運動が小脳皮質の 電気刺激 に よ り抑
制さ れ る と し， 刺激 した 小脳皮質の 場所と抑制 され た
筋 との 位 置関係 は， 体性感覚の 小脳 へ の 投射野に
一 致
して い る と した ． C ha mber sら
31 ト 馴は， 小 脳前葉を電
気刺激 お よ び部分摘除 し， 前葉虫郡の 内側 は体全体 の
1 0 0リV
1 5m s eC
Fig． 9． Serial re c o rdings of e v oked potentials by lOOFE m StepS fr o
m su rfa ceto
interior ofthelobulu s sim ple xtH VIlfollo wing stim ulatio n ofthe v agaln e rv e． A
shows potentials in the depth ofthe ipsilate r al lobulu s sim ple
x tH VIl． B sho w s
se ctio n thr o ugh1eft side of lobulu s sim ple x くH VIl to show ele ctr ode tr a ck ．
Re c o rds at a， b， C， d， e，fa nd g show pote ntialcha nge s atlOO，200， 300，400，500， 600
and 700JLm in depth， re SpeCtiv ely． T he ab br e viatio n s a
re a sfollo w s こGr． L． ，
gra nula rlaye ri M ． L．， m Olec ula rlaye ri P． C－ L． ， Pu rkinje c ell laye ri W ． M ． 7 White
m atter．
ネ コ 迷走神経求心 系の 小脳皮質 へ の 投射
姿勢 ト ー ヌ ス ， 運動， 平衡を調節 し， 前葉中間部 は同
側の 姿勢反射や個々 の 細か な運動 に 関与す る と述べ ，
さ らに 後肢 は小脳中心小葉と山頂 の 上部， 前肢 と 頚部
はLU工頁の 下部 に ， 頚部， 頭 部は虫部亀 虫郡隆起 に 対
応す る と述 べ た ．
自律 神経系 の 小脳 へ の 投 射 に 関 す る 実験 で は，
Wi 舶n 刷 は ネ コ の 内臓神経の 電気刺激に よ り同側の 山
頂の 芳虫部静脈の 内側郎 くVIと両側の 正 中努小葉に ，
New m a nら 町 1りは 同側山頂の 穿虫部静脈 の 外側 くH
Vl と 両側 の 正 中穿小葉 に ， Rubia1 2Iは 同 側 の 山頂
くV l， 山腹 くVIlと両側の 正中労小熟 そ し て La nghof
ら町は同側の 小脳虫部の 山頂 くVコ と山腹 くV王うで 誘発
電位 を記録 した ． ま た ネ コ の 骨盤神経の 電気刺激で は
Bladley ら
41は， 両側の 山頂 くVl と単小葉 くH V11に
誘発電位 を記録 した が， その 反応 は， 山頂で は刺激と
同側 の 努虫郎静脈 よ り内側部 くVう に お い て， 単小葉
で は刺激 と同側の 努虫部静脈 よ り外側部 くH VIl に お
い て振幅が大き か っ た
．
四 十住3Jは ネ コ の 骨 噺申経 を
電気刺激 し， 両側 の 山頂 くVI お よぴL山腹 くV工ン で誘
発電位 を記録し ， 最大振幅の もの は舜虫部静脈よ り 内
側の 山頂後部 くVI およ び 山腹 くV王う で得 られ た ． 迷
走神経求心系の小脳 へ の 投射 に 関 して は， Dell ら引は
ネ ン ブ タ ー ル 麻 酔 し た 下位 脳 幹 離 断 ネ コ くthe
e n cephaleiso16prepa ratio nl に つ い て頸部迷走神経
を電気刺激し て両側の 山頂 くVl お よ び 山腹 くVIう の
小脳第 一 裂付近 に 8 へ 10m s e cと 比 較 的短潜時 の 誘
発電位 を記録 し た． He n n e man nら別 は ネ ン ブ タ ー ル 麻
酔 した ネ コ の 両側山頂 の 中間部 くH Vう と単小葉 くH
Vエフに ， 幅 500旬 800ノノm の 矢状方向に 細長 い 投射野 と
両側正 中芳小葉 に 径0．8ノ ー 1 ．O m m の 投射 野 を み い だ
し た． La m ら7Iは ネ ン ブ タ ー ル 麻酔 し た ネ コ に つ い て
上 喉頭神経 を電気刺激 し， 両側係蹄小葉第一一 脚 くH Vll
AI お よ び両側正中努小葉よ り誘発電位 を記録し た．
本実験で は， 頸部迷走神経刺激に よ り， 両側の 前葉
と後葉の 広い 範囲 に 誘発電位 を認め た． そ の 中で振幅
が 30声V 以 上の 陽性波が得 られ た の は ， 両側山頂中間
部 くH V b， H Vclお よ び単小 葉 くH VIl で あ り， 特
に 葉正 中満 の やや 外側で大き な 誘発電位 を得 た． こ の
最も 大き な反 応が 得 られ た部位は体表の 何れ の 部位 の
刺激に も応 じ たが ， 特に 顔面， 上肢 の 刺激 に よ り 最も
大 き な 反応が得 られ た 部位 に 相当 し， 潜時が それ ら の
中間の 値 を取 る こ とよ り， 脊髄分 節性投射 と密接 な関
係 を持 つ も の と考 え られ る． こ れ ま で に 報告され た迷
走神経の投射野 は上 述の ごと く著者に よ り か な りの 差
が あ り， 皮膚分節の投射野と の 関係も ー 定 して い ない ．
この 理 由と し て は使用 さ れ た麻酔剤， あ る い は除脳等
の影響が あ る と考 え られ る ． Snider ら2Iは 各種麻酔薬
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の 小脳誘発電位 に 対す る影 響 を検索 し， ネ ン ブ タ ー ル
麻酔 で は ， ノJl脳誘発電位 の 局在が明ら か に な る の に 対
し， ク ロ ラ ロ ー ス 麻酔下 で は ， 局在は明確で な く， 領
域 も広く 応答は大き く な り波形の 部位 に よ る羞も増す
と述 べ た ． Feldberg ら 細 は， ネ ン ブタ ー ル 麻酔 した ネ
コ で 末相神経 を刺激し大脳表面で誘発電位 を記録 し た
が， ク ロ ラ ロ ー ス を 静脈内投与する と誘発電位の 投射
野が拡大す る と した ． 以上 よ り， 今回 の実験で得 られ
た迷走神経 の 小脳皮質 へ の 投射野 が He n n e m a n nら別
の 記録 した投射野に 比 べ 広い の はク ロ ラ ロ ー ス 麻酔の
影響 と考 えら れ た．
ノJl脳誘 発電位 は， 刺激 する 神経や刺激の 種類 に関係
無 く陽性 の緩や か な先行成分と ス パ イ ク性の 大き な主
成分 よ り な る こ と が 報告 さ れ て い る2即弼 ． Ka w む
ha r a3 5Jは ネ コ の 末棉神経 を刺激 し ガ ラ ス 微 小 電極 を
用 い て 小脳皮質か ら誘発電位 を記録し た． 先行成分 は
顆粒層に 近 づ くと 大き く なり ， 主成分の 極性 は分子層
と顆粒層の 間で 反転し た こ と よ り先行成分は育状線経
と顆粒層に 由来 し， 主成分は 堂上線経 と プル キ ン エ 細
胞 に 由来 す る と した． Ec cle sら3 81は育状線経 と登上線
推 を別々 に 刺激 し， 小脳皮質に 微小電極 を刺 入 し て各
層の 電場電位 を記録 し た． そ の 結果， 苔状線維 を刺激
す る と， 陰性波が分子 層と顆粒層で 得 られ た． こ れ に
対し て登 上線維 を刺激す る と， 分子 層の 最表層で は陽
性波が得 られ る が， 分子 層の深部で は陰性波 と な り，
さ ら に 顆粒層に 入 ると 位相が逆転し陽性波と な っ た ．
Ar m str o ng ら 抑 は， 表層の プ ル キ ン エ 細胞 の樹状突起
が よ り深層の 興奮 し た樹状突起に 対 し局所電流の 湧き
出し点と な る た め に ， 小脳表面お よ び分子 層の 最表層
で 陽性波が得ら れ ると した． Kaw aha r a3 51は ， プ ル キ ン
エ 細胞の 細胞体 の 脱分極に よ り， 分子 層， 顆粒層間で
誘発電位の 位相逆転が起 こ る と した
． 本実験 で ， 迷走
神経 を刺激 しノJl脳皮質よ り誘発電位 を記 録す る と， 表
面 で は 陽性波 で あ っ た の に 対し， 深 さ 100ノノm よ り
400ノ川 1 ま で の 分 子 層で は 陰性波が得 られ ， 額粒層 に
入 る と反 転 し陽性波と な っ た ． 以上 よ り， 迷走神経刺
激に よ り小脳皮質 で 得 られ た誘発電位 は， 登上 線経と
プ ル キ ン エ 細胞 に 由来す る と 考えられ る．
He n n e m a n nら61は ペ ン ト パ ル ビタ ー ル で 麻酔 し た
ネ コ の 迷 走神経 を， La nghof ら鋸は 内臓神経 を刺激し
小脳誘発電位 を記録し たが ， 先行成分に 相当す る 誘発
電位を認 め な か っ た ． Co mbs2 71は ネ コ の 脊髄後根等を
刺激 し小脳誘発電位 を記録 した が， ベ ン ト パ ル ビタ ー
ル 投与 に よ り先行成分 が消失す る と し た
．
Go rdo n
ら 細 は軽度 の ペ ン トタ ー ル 麻酔に よ り， 先行成分 に 関
係す る苔状線維 入力が抑制 さ れ る と し た． Rubia1 21は
ベ ン トパ ル ビタ ー ル で 麻酔 した ネ コ の 内臓神経お よ び
24
末輪神経を電気刺激 して小脳の誘発電位 を記録 し， 末
梢神経刺激で は先行成軋 主成分 と も に得 ら れ るの に
対 し， 内臓神経刺激で は 先行成分が判別 しに く い と し
た ． 本実験で も ， 末梢神経の刺激 に よ り先行成分と 主
成分の 二 峰性 の反応が得 られ た が， 迷走神経刺激で は
先行成分 に相当す る電位 を欠き ， 上述の単峰性 の陽性
波だ けで あっ た ． こ の 理 由と して は， 苔状線推 を経由
す る内臓知覚の小脳 へ の投射が少 な い こ と ， お よ び麻
酔 に よ る抑制の た め先行成分の 振幅 が小 さ く識別 しに
く い こ とが考 え られ る．
迷 走神経 か ら 小脳皮質 へ の 投射経路 に 関 し て ，
S。bu siak ら
3 9，が イ ヌ で迷走神経 を切断 し， そ の 脱髄反
応か ら小脳前葉の山頂 くV a， V bl 及び後葉の 正 中労
小葉 く刊IB， 肌1t Aう の 顆粒層に 迷走神経の 求心 系終末
が見 られ る と した． So m a na ら 頼 は西洋 わ さび 過酸化
酵素 に よる逆行性標識に よ り， 孤束核尾側か ら小脳前
葉虫部 へ ， 孤束核吻側か ら後葉虫部 へ ， 孤束核 の 最 も
吻側 か ら 中部垂， 小宴軌 片葉 へ の 直 接投射 を認 め，
Batini ら
4 1恨 同様の 方法に よ り， 孤 束核 か ら小脳後葉
虫部 の 山腹 ぐ珊 へ の投射 を認 めた ． Zheng ら
欄 は，
吻側 の迷走神経背側核か ら小脳後葉 へ と， 尾側 の 迷走
神経背側核か ら前葉 へ の 直接投射 を認 めた ． こ れ ら の
線維 はす べ て小脳皮質の顆粒層 に終 わ る た め 割犬線推
入力 と考 えられ る ． ま た， 橋被蓋網様侃 外側網横風
労正 中網様体 は， その 遠心性線推 を首状線経 と し て小
脳に 送 っ てい る4 3卜 4 5，． R hoton ら
4 6，は Na uta 法を
猿の 迷走神経の求心線推の う ち ， 直捜脳幹網様体に 終
わ るも の が ある こ と を証明 した ． ま た， 孤束核 よ り努
正 中網様体岬 ， あるい は橋網様体背外側部
欄 に 至 る 線
維が証明さ れ て い る． 一 方， 登 上 線維入 力に 関 して はt
Sz ent畠gothai ら
4 91は Na uta 法 を用 い て 登上 線推 の 起
源 が 下 オ リ ー ブ 核 に 由 来 す る こ と を 示 し た．
Gr o e n ewegen ら
50，51，は西洋 わ さ び過酸化酵素 に よ る
逆行性標識 に よ り， プ ル キ ン エ 細胞 に 至 る下 オ リ
ー ブ
核小脳路 く堂上線鮒 を組織学的 に 検索 した結果， 登
上 線維 の 終止 帯が小脳皮質 を矢状方向に 内側 か ら順 に
A， B， Cl， C2， C3， Dl， D2の 7 つ の 幅200
旬 600pm の 帯
状域 に 分け て い ると し た． 本実験で も， 3伸 V 以 上の
誘発電位の記録 され る部位 は縦長の帯状域 を成 し， そ
の範 囲は C2 の 一 部 に 相当 した． また ， 本実験 で 山頂中
間部 くH Vcう単小葉 くH V工1で 得 られ た誘発電位 は位
相 の逆転等 よ り登上 線推 を経由す る と考 え られ る の
で， そ の 求心 性衝撃は主 に 孤 束払 下 オ リ
ー ブ核， 登
上線椎 を経由 し小脳皮質 へ 至 る もの と 考え ら れ る． 孤
束 核 と 下 オ リ ー ブ 核 と の 線維連絡 に 関 し て は，
Lo e wy ら
5叫は西洋わ さ び過酸化酵素 を用い 外側孤束
核 と同側副 オ リ
ー ブ核 との 間 に 線練達絡 が あ る と し
た． Ar m str o ng ら
37場 末棺神経 を刺激 して下 オ リ ー ブ
核と 小脳皮質 で誘発電位 を記録 し， 下オ リ
ー ブ核 で の
誘発電位 の 立 ち 上が り は 小脳皮質に 比 べ て 5 m s e c先
行す る と した ． 池田
2 3，は ，迷 走神経 を刺激 し孤 束核 か ら
誘発電位 を言己録 し た が ， そ の 立 ち 上 が り 常時 は 2．8
m s e cで あ っ た ． 本実験 で得 ら れ た 最大の 誘発電位 の
立ち 上 が り潜時 は，13．5 m se cで あ っ た の で ， 孤束核と
下 オ リ ー ブ 核 の 間 の 伝達時間 は約 6m s e cと 考 え ら
れ， 孤束核と下 オ リ ー ブ核が 近接 し て い る こ と を 考え
合わせ る と， こ の 反応 は孤束核， 下 オ リ
ー ブ核間に シ
ナプ ス を 介す る と考 えら れ る． 前述の ごと く， 迷走神
経 相 及 び孤束核
4 醐 か ら網 様体 へ ， さ ら に 網様体か ら
小脳皮質 へ の 線維連絡が証明
4 3 ト付 さ れ て い る － さ ら に
Dell ら5 3，は迷 走神経刺激 に よ り脳幹網様体 で誘 発電
位を記録 し た． 以 上 よ り， 小脳 へ 至 る迷 走神経求心系
は脳幹網様体 を経由す る と考 え られ る ．
Ka w ahar a
35，は深麻軌 小脳の山り刊寺血流遮断等 に よ
り 主成分だ け を消失させ る こ と が 出来る こ とよ 町． 主
成分 が シ ナ プ ス 後 性成分 で あ る と し た ． Ya m a mdto
ら54－は大脳皮質お よ び脳幹網様体 の 誘発単位発射 を同
時記録 し， パ ル ビ タ ー ル 剤の 神経系に 対す る 作月ヨを検
索 した 結果， 潜暗が 長 く シ ナ プ ス の 多 い 経路 ほ ど
パ ル
ビタ ー ル 剤に よ っ て 抑制 され 易い こ と を証明し た． 四
十住3－は骨盤神経 を電気刺激 し て得 られ る小 脳誘発電
位が ， サイ ア ミ ラ ー ル ソ デ ィ ウ ム 10 m gノkg の 投与 で
完全 に 抑制 さ れ る と し， こ の 反応経路は多 シ ナ プ ス 性
で あ る と した ． 本実験 で は， 迷走神経刺激に よ る小脳
誘発電位が サ イ ア ミ ラ ー ル ソ デ ィ ウム 20m gノkg 静脈
内投与 で 完全 に 抑制 され た． Porter
5畑は， シ ナ プ ス を 介
す る 反応が 50 Hz 以 上 の 頻回刺激 に 対 し反応し な い と
した ． Ec cle sら
36，は末梢神経刺激 に よ る 小脳 で の 誘発
電位 を記録 し， 堂上 線維入 力に よ る主 成分 は 15 Hz 以
上 の頻 回刺激で抑制 され るの に 対し， 苔状線推人力に
ょ る先行成分 は 15 Hz を越 え て も 変化 し な い こ と を
見， こ れ よ り苔状線維入力と登 上 線維入力が区別で き
る と した ． Br adley ら
4，は， ネ コ の 骨盤神経お よ び陰部
神経 を電気刺激し， 骨盤神経刺激 に よ る陽性の 誘発電
位が 8 Ez 以 上 の 頻 回刺激で 抑制さ れ る の に 対し， 陰部
神経 で は 25 Hz 以 上 の 刺激で抑制さ れ る こ とよ り， 骨
盤神経 の 小脳 へ の 投射経路 に お け る シ ナ プ ス の 数が 陰
部神経の そ れ よ り多 い と し た． Rubia
1 2一は ネ コ の 末梢
神経及び内臓神経 の 頻回 刺激に 対 す る誘発電位を検討
し， 末梢神経刺激 に よ っ て得 ら れ る 先行成分 は50 Hz
の 刺激 に まで 応 じ， 主成分 は 20 Hz 刺激で 抑制 さ れ る
の に 対 し， 内臓神経刺激で得 られ る先行成分お よ び主
成分 は， い ずれ も 1 冊z で抑制 され る こ と よ り， 小脳 へ
至 る内臓神経求心系 は多 シ ナ プ ス性で あ ると し た． 本
ネ コ 迷走神経求心系の 小脳皮質 へ の 投射
実験 で は， 迷走神経刺激に よ る誘発電位 が 15王1z で は
約 15％に 抑制さ れ ， 25 Hz で は 完全 に 抑制さ れ た ． 以
上 ， 迷走神経刺激に よ る小脳誘発電位の パ ル ビタ ー ル
剤お よ び頻回 刺激に 対す る 反応 よ り， こ の 投射経路は
多 シ ナ プ ス 性で あ り その 数は骨盤神経や内臓神経の ノJl
脳 へ の 投射経路 に比 べ て少な い と考 え られ る．
本実験で は少量 く5 句 10m gノkgうの サイ ア ミ ラ ー ル
ソ ディ ウ ム の 投与 に よ り 小脳誘発電位 は増大 し た．
Go rdo nら3郎は 4 〆 1 ノ 8 m glkg の 少量 の ベ ン ト パ ル ビ
タ ー ル 投与に よ り主 成分の 増強 と プル キ ン エ 細胞の 誘
発発射 の 増加を認め， こ の 反応が ノJl脳外で起 こ っ て い
る と し た． K ing ら 叫 は ペ ン ト パ ル ビ タ ー ル の 少量 く5
旬 10m gノkgI投与で末棺神経刺激 に よる視床断位 に お
ける誘発電位 は増強さ れ る が， 中等塵 で は抑制さ れ る
と し た． French ら57Iは ペ ン ト パ ル ビタ ー ル が大脳皮質
よ り も脳幹網様体で の 誘発電位 を強 く抑制す る事実よ
り， 本別が 少量 で も脳幹網様体 に 強く作用 す ると述 べ
た． ま た本実験 で小 脳誘発電位 は上 丘 下 丘間の 同側切
故 に よ り 切戟前 に 比 べ て 115．4％， 両側切 裁 に よ り
1 30．8％ に 増大し た． 池田2 31は迷走神経刺激 に よ っ て起
こ る横隔神経 の誘発電位が上 丘 下丘 間の 除脳 に よ り増
大す る こ と よ り ， 上位の 脳 は抑制的 に 働い てい る と し
た
． 浜辺 5 別に よ れ ば， 迷走神経刺激 に よる孤束核で の誘
発電位 は大脳皮質及 び中脳網様体 の 電気刺激 に よ り 強
く抑制 され ， さ ら に 迷走神経刺激 に よる視床誘発電位
が除皮質 に よ り 著明 に 増大し た こ と より ， 迷走神経 の
求心性衝撃は視床， 孤束核 に お い て大脳皮質 お よ び 中
脳網様体に より強い 抑制を受 け て い る と した
．
以 上 よ り，
パ ル ビタ ー ル 剤の 少量 投与に よ る浅麻酔お よ び除脳 で
は， 上 位中枢性 の 抑制が除か れ た結果， ノJl脳誘発電位
が増大 する も の と 考え られ る．
M o r u z zil 引 斗引 は 中脳 ネ コ を用 い て 小脳前葉虫部 を電
気刺激 する と ， 喉頭神経お よ び 坐骨神経の 刺激 に よる
昇圧 反 射， 迷走 神経切断後の 迷走神経中枢端刺激で お
こ る血管拡張反射 ， 総頸動脈閉塞 に よ る血 圧 の 上昇と
呼吸数 の 増加が抑制 され る と し， こ の 抑制は小 脳の 刺
激部位をコ カイ ン で局所麻酔す る と 消失する こ と よ り小
脳由来で ある と し た． Stella ら1 8Iは 除脳 イ ヌ の 小脳 を
除去す る と ， 呼 吸 が促進 す る と し た ． Gla sse rら 川 は
エ ー テ ル 麻酔 した ネ コ で 小脳 前葉， 後葉 を破壊 す る と，
呼吸 回 数が 減少 し， 吸 気が 長く な る と した． Stella1 71
は， 除脳イ ヌ に お い て小脳前葉， 後葉の 前部 く係蹄小
葉第 山 脚， 第 二 脚う， 虫部 を電気的に 刺激 し， 呼吸 ， 循
環系の 増強と抑制の 両者が認め ら れ る と した． これ ら
の 事実よ り， 小脳皮質の う ち特 に 小脳前葉お よ び虫部
が呼吸循環の 調節に 関与 して お り， そ の 働き に は増強，
抑制の 両者が見 られ るが 主 に抑制的に 作用 して い る と
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考え られ る
． 本実験で 得られ た迷走神経求心系の小脳
で の 投射野 は， 前述の ごと く脊髄分節性投射 の 一 部で
あ る と 同時 に ， 呼 吸， 循囁米系の 調節に も深 く関与し
て お り， 小脳 へ の 迷走神経求心系が伝達す る胸腹部の
内臓知覚が こ れ に 必要な情報 を伝達 して い る もの と考
えら れ る．
結 論
浅麻酔非動化 ネ コ の迷走神経 を電気刺激 し， 小脳皮
質表面お よ び皮質内部で誘発電位 を記録 した ．
1 ． 迷 走神経電気刺激 に 対す る小脳皮質誘発電位 は
陽性 一 相性 であ り， 両側の 山頂中間部 くH Vl 単小葉
けぃ朋 正中労小薬 くH VII， H W机 お よ び虫部の山頂
くVう 山腹 くV工1 虫部葉虫部隆起 く明り 虫都銀体 刑り
で認め ， 同側 に 優位で あ っ た ． 最も 大き な誘発電位 は
同側単小薬 くH Vlう で 認 め， 振 幅 は 89．3 士52．5ノJV
くm e a n士S．D．1くn ニ 13l， 立 ち上が り潜時 は 13．5 士1．8
m se c， 頂点潜時は 21．1 士3．6皿 SeC で あ っ た ．
2 ． 迷走神経電気刺激 に 対す る小脳皮質誘発電位 は
25 Hz 以 上 の 高頻度刺激を行う と消失 した．
3 ． 迷走神経電気刺激 に 対す る小脳皮質誘発電位 は
サイ ア ミ ラ ー ル ソ デ ィ ウ ム の 少量 く5 叫 10m gノkgl 経
静脈投与 に よ り増大 し， 20m gノkg の投与で は抑制 さ
れ た．
4 ． 迷走神経電気刺激 に 対 す る小脳皮質誘発電位
は， 同側の 上 丘下丘 間で の 除脳 に よ り， 除脳前 に 比べ
て 15．4％の 増大が見 られ ， さら に対側の 上 丘下丘 間で
の 除脳 を 加 える と 30．8％の 増大が 見ら れ た．
5 ． 微小 ガ ラ ス 電極 を用 い 小脳皮質内に お い て 誘発
電位 を記録 した． 表面 よ り 10叫 m か ら400声m ま で
の分子 層 で は迷走神経刺激に よ る誘発電位は陰性 一 相
性波 で あ っ た が ， プ ル キ ン エ 細胞層を越 え顆粒層 に 入
る と陽性 一 相性 波とな っ た ．
以 上 よ り迷走神経求心系は広く両側小脳半球， お よ
び虫部 に 投射 し， その 反応は多 シ ナ プ ス 性で 登上線維
を経由し， ま た 上位神経機構か らの抑制 を受 けて い る
と 考え られ た．
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Eey w o rdB こVagal nerv e， C e rebellu m ， Clim bingfibe r， S u rfac epotent
ial， eV Oked potential
pr ojections ofv agalnerve a能 rents t o the cerebella rc orte x wer estudied by averag
ed e v oked
potentials in thirty
－tW O C atS． T he anim als we reanes thetized with a
－ Chloralose and im mobiliz ed
with pa ncuronium bromide unde r a rti丘cial re spir a
tion ． T he e voked potentials r esponding t o
vagel n e rve stim ulatio n we
r e re c o rdedbilaterally fro m abroad areain the a nte riorlobe， pOSterior
lobe a ndv e r mis ofthecereb llu m ． Especially，the maxim alevokedpotentials wer e
rec o rded at the
ipsilate ral c ulm en くH Vl andlobulus simplex tH VIl， 1ate ral to the pa r a
m edian groo ve． T hey
show ed m onophasic positiv e wa v e s， andtheir am plit ude w as 89－3 士5
2．5JLVくn ニ 1 31， their initial
latency 1 3．5 士1．8 m s e c， and their pe ak
late ncy 2 1．1 士 3．6 msec－ T hey were n ot evoked by
repetitiv estim ulatio n o v er 2 5 Hz ． Intrav e no us admin
istratio n ofthiam ylalsodiu mく5－1 0mglkgl
facilitatedthe evokedpotential． In contr ast，the pote ntial w as alm ost
c om pletelysup pr e ssed with
2 0mglkgthiam ylal sodiu m． Ipsilat eraltr ansectio n atinte rc ollic ula rlev el in c rea sed t
he e voked
potential in a mplitude to l 1 5－4％ ofthe c o ntr ol befbr e t
he tr a ns ectio n， While bilate ral inter
－
colicullardecerebr atio nincr e as edthe a mplitude to 130．8％ ． In r ecording ofthe ce rebella r e voked
potentialby v agalstim ulation ， ala rge negativ e w a ve was s e n m a
inlyin the mole c ularlaye rtlO O－
40 0JLm in depthl． On ins erting the re c ording electrode int othe ce r ebellu m
m ore de eply， the
n egativ e potential r ev e rs ed to positive at the gran ula
r laye rく60 0－7 00JL m in depthl． T he s e
nndings s ug gest that the vagal n e rve a馳 rents are condu cted to
the ce rebella r c o rte x by
polysynaptic pathways and prqjectvia climbing 丘be rsyste ms t othe br oadsu rfa ce o
fthe ante rior
lobe， PO Ste rior lobe and ver mis of the c erebe11u m ． T he
n e u ral str uc tu res highe rtha n inter
－
c o11ic ular lev elexert an inhibitoryinflu e nc e on the v agal a飴 re nts t o the cer ebellu m ．
